
 

 

 

 

 

 

 

 

 

止めよう差別の感染 広めよう感謝の心（人権週間に寄せて） 

                                校長  新 妻  茂 

新型コロナウィルス感染症の新規感染者数の増加に歯止めがかかりません。 

 この間、10 月 13 日から 24 日まで中学 3年の修学旅行があり、引き続いて、私は、11 月 4日から 14

日まで内地出張がありました。修学旅行は感染症対策ガイドラインに沿って行動し、マスクの着用はもちろん

のことこまめな手指の消毒、三密を極力避ける等を徹底したことにより無事帰島することができました。11 月

の三連休の嵐山や清水寺の人出からすると修学旅行当時の人出はその 3 割ぐらいだったと思います。“Go To 

トラベル”の影響もあると思いますが、三連休の京都の人出を見ると複雑な気持ちになります。 

 さて、内地では見えないウィルスへの不安から、ウィルスに感染した人やその家族、濃厚接触者、病院に努

めている医療従事者等に対しての誹謗中傷、いじめが残念ながら起きてしまっています。最近は自己責任論が

声高に言われることが多いのですが、感染症になっていいとは誰も思っていないはずです。悪いのはウィルス

であって、感染した人は何も悪いことをしているわけではありません。それから感染した人を回復させようと

必死に業務にあたっている医療従事者も感謝されこそすれ、誹謗中傷や差別の対象にはならないはずです。さ

らには私たちができるだけ普段通りの生活ができるように支えてくださっているたくさんの方々がいます。こ

れらの方々へ感謝するとともに想像力を働かせて欲しいところです。 

 9 月 11 日に小笠原村新型コロナ感染症対策条例が公布・施行されました。 

 その第 4条の３項には村民及び事業者の責務として次のように記されています。 

 「村民及び事業者は、新型コロナウィルス感染症の患者等及び濃厚接触者並びにその家族、医療従事者、外

国人その他の新型コロナウィルス感染症に関連する者に対して、り患していること又はり患しているおそれが

あることを理由として、不当な差別的取扱いをしてはならない」 

 また、第７条には基本的人権の尊重として次のように記されています。 

 「村民及び来村者の自由と権利が尊重されるべきことに鑑み、新型コロナウィルス感染症対策を実施する場

合において、村民及び来村者の自由と権利に制限が加えられるときであっても、その制限は当該新型コロナウ

ィルス感染症対策を実施するため必要最小限のものでなければならない」 

 東京都及び小笠原村、小笠原海運等の連携により、必死の水際対策がとられているところです。同時に私た

ちは、感染症の予防に努めるとともに、村が実施する感染症対策に協力することが求められています。そして

何より大事なことは、村内で感染者が出てしまっても、当人や関係者に対して誹謗中傷するとか差別的な扱い

をしないことです。 

 児童・生徒のみなさんは、引き続き正しい情報を基にしながらウィルスの感染を防ぐために、毎日の健康観

察、必要な手洗いやマスクの着用、換気、バランスの取れた食事や運動、規則正しい生活を心がけてくださ

い。学校としても、児童・生徒のみなさんの健康・安全を守るためにいろいろな工夫をしていきたいと考えて

います。 
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全員が輝いた学芸会 「ぼくたちの宝物」は、この学芸会の「見えない思い出」！？ 【小学校】 

小学校 専科担当 

 

コロナ禍で行われた今年の学芸会。密を避けるため、最初は無観客での実施も検討されていま

したが、小学生にとって、行事での自分たちの頑張りや成長を見てもらう家族は、まさに「お客

様は神様」です。なんとかご家族だけでも観にきていただけるようになったこの学芸会は、子供

たちにとって、今年初めての「家族に自分の『キラキラな姿』を披露できる」貴重な機会となり

ました。大好きな家族に自分の頑張りを見てもらいたい！という小学生の意気込み、頑張り、努

力、成長･･･は、観てくださった皆さんにもしっかり届いたことと思います。 

小学校では今年、1・4・6年生のグループと 2・３・5年生のグループで、それぞれ劇を発表

しました。例年と違って低学年と高学年が混ざった集団での劇づくりでは、普段の教室ではなか

なか見られない「縦のつながりを通した子供の成長」をたくさん感じることができました。下級

生のお手本となろうと懸命に努力する上級生は、演技だけでなく、練習に臨む態度や心意気まで

も、見本となってくれました。上級生に負けないように頑張った下級生は、上級生と同じ舞台

で、立派に演じ切ることができていました。逆境を吹き飛ばす子供たちの頑張りと、そこからの

大きな成長を感じられた学芸会。３１人全員がキラッキラに輝く姿が見られました。 

 

 

 

朗読劇「ゴミスイッチ！」 ～わたしと世界をつないだ一つのバッグの物語～ [中学校] 

中学校 第 3学年 副担任 

 

今年は朗読劇に取り組みました。最初は例年にない取り組みだったことや、すべての役がダブ

ルキャストだったため、“声”で演じることに戸惑う生徒が多くいました。しかし生徒たちが練

習を通して、演技や演出を相談・検討し、創意工夫を積み重ねることで“朗読劇”による「ゴミ

スイッチ！」の世界観を築き上げていきました。また今回は『一人一枚背景画を描く』や『劇中

に照明・BGM・スライド操作』といった、準備や裏方で活躍する機会も多く、これまでとは異な

る中学校劇を発表することができました。最後に、劇中に登場した背景画や小道具については、

1月の学習発表会で展示予定ですので、是非ご覧下さい。 



 

父島移動教室 

小学校 第 6学年担任 

 11 月 17 日からの 3 日間、6 年生は父島移動教室に行ってきました。5 人の子供たちにとっ

て、今回の行事は非常に思い出多く意義深いものとなったようです。 

 とにかくやることが多い 3日間でした。初日は船を降りてすぐにシーボーンアート作りの体験。

夕飯を食べると、宿でオガサワラオオコウモリの学習。動画や写真を織り交ぜた講義に子供たちは

興味津々でした。 

2日目は、朝から気象観測所の見学に行き、その後は兄島へ。波の影響で残念ながら南島へは行

けませんでしたが、その分、兄島周辺の海を楽しむこ

とができました。午後は大忙し。国立天文台、水産セ

ンター、世界遺産センターと、3つの施設を回りまし

た。この移動教室は、総合的な学習の時間の「小笠原

の自然と人々」の学習の一環でもあります。なかなか

母島では見られない職業に従事する人々を見たり、

その話を聞いたりすることで、自分たちの将来につ

いても考えることができたのではないでしょうか。

疲れて宿に帰って夕飯。その後は、子供たちの企画で引率の先生を巻き込んだ室内レク。非常に盛

り上がりました。 

3日目は帰るだけでしたが、「もう 1度最初の日にもどりたい。」という子供のつぶやきが、と

ても印象的でした。 

 新型コロナウイルスのため、いろいろな行事が中止や変更になってしまった今年の 6年生。移

動教室には行くことができ、ホッとしました。この行事を通して成長できたことを、よい卒業式

につなげていきたいと思っています。 

 

 

 

スクールカウンセラーより 

スクールカウンセラー 

 

今年の 4月に母島小中学校のスクールカウンセラーに着任してから、8か月が経とうとしてい

ます。私自身は、あっという間に時が過ぎていったという実感です。今年は新型コロナウイルス

の影響が大きく、各ご家庭では、マスクの着用を始め、生活様式に変化があり、経済的のみなら

ず、精神的にも余裕をもつのが難しかったのではないかと思います。ところで、コロナ禍のよう

な日常が揺さぶられる事態では、子供は精神的安定を親の表情やしぐさ、態度を見ることによっ

て得ています。反対に、親に不安や心配事があると、子供は敏感に察知し、影響を受け、精神的

に不安定になってしまいます。このことから、親が精神的な余裕をもつことが大切であることが

分かると思います。そのためには、なるべく他の人と話をするなど、人との関わりを増やすこと

が大切です。子供のことで悩んでいるご家庭がありましたら、スクールカウンセラーが来島する

機会に、一度お越しください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

1２月の主な行事予定 16 水  

１ 火 ロードレース前健診 避難訓練 17 木 パンの日 

２ 水 ロードレース大会 学校公開日 18 金 個人面談終 

３ 木  19 土  

４ 金  20 日   

５ 土  21 月  

６ 日  22 火  

７ 月 朝礼 安全指導 耳鼻科検診 個人面談始 23 水  

８ 火 SC 在島～10 日 24 木 大掃除・周辺美化 

９ 水 ロードレース大会予備日 25 金 終業式(午前授業) 

10 木  26 土 冬季休業日始  

11 金 総合・吹奏楽発表会(中) 南崎校外学習(小 1,2) 27 日   

12 土  28 月 学校図書館一般開放 

13 日  29 火  

14 月 朝礼（保健指導） セ－フティ教室 30 水  

15 火  31 木  

 

 

生活目標 

「１年を振り返り、新しい年を迎えよう」 

・自分の生活を振り返ろう。 

・学校をきれいにしよう。 

・来年の目標を決めて取り組もう。 

・冬休みの計画をしっかり立てよう。 

安全指導 ７日（月） 

「公共施設の使い方」が、重点指導目標です。体育

館、村民会館、公園、保育園の園庭など色々な年齢の

子供が集まる場所での安全な遊び方や、シャワー室、

船客待合所など公共施設でのマナーの確認、自転車の

置き場所を考えて行動できるように指導します。 

避難訓練 １日（火） 

 校内での火災発生を想定した避難訓練を行います。

また、小学 5，6年と中学生は初期消火体験も行いま

す。緊急時に落ち着いて、素早く身を守るための行動

をとれること等、普段の訓練の成果を確認する機会と

します。 

 

 

○実施期間 

 １２月７日（月）～１２月 18日（金） 

○内  容 

 ・２学期の学習や生活の様子 

 ・冬季休業中の過ごし方 他 

※特に話題にしたいことなどがありましたら、事前

に担任までお知らせください。 

 

 

 

 

 

１２月の生活指導 個人面談のお知らせ 

 

 

１ 日時  令和２年１２月２日（水） 

◎学校公開   

１校時から４校時・・・雨天でも実施 

◎ロードレース大会  

午後１時２０分～午後３時１０分  

・・・雨天の場合は延期 12月 9日(水) 

２ 場所   

◎学校公開 

・小笠原村立母島小中学校 各教室・特別教室等 

◎ロードレース大会 

・小学校１年・２年：校庭 

・小学校３年・４年：駅伝と同じコース 

・小学校５年・６年：駅伝と同じコース 

又は脇浜方面コース 

・中学生：脇浜公園入口で折り返すコース 

※車両通行止め 午後 2 時 10 分～午後 3 時 00 分 
※雨天の場合は、ロードレース大会は延期となります

が、午前中の学校公開は実施いたします。 

※当日は、児童生徒が車道を走るため、車両の通行等に

関してご迷惑をお掛けすることになるかと思います

が、ご協力お願いいたします。 

 

 

ロードレース大会・学校公開のお知らせ 

３学期 始業式 １月８日（金）通常登校 

冬季休業中の学校図書館一般開放日 

○期  間  令和２年１２月２８日(月) 

令和３年１月４日(月)～7日(木) 

○利用時間 ９：００～１２：００／ 

１３：３０～１６：３０ 

※上履きをご持参ください。 

※職員に一声かけてからのご使用をお願いします。 


